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固体間の摩擦による電荷分離は接触界面で

発生し，その直後，表面間のマイクロギャップ

で起こる気体放電によって正味の摩擦静電気

は緩和される[1]．大気圧下から真空に至るま

で，この放電緩和がどのように起きているかを

調べるため，図 1 に示した実験装置を開発し，

様々な気体種と圧力下での固体間摩擦静電気

の測定を行っている． 

これまでの研究で帯電と緩和のメカニズム

は気体の種類と圧力に依存することが分かっ

ている．アルゴンガスや窒素ガスの圧力が

1000 Pa から大気圧の間ではマイクロギャップ

放電により帯電は緩和され，0.01 Pa 以下では

放電は起こらず，正味の摩擦静電気は最大とな

ると考えられてきた．しかし，放電発光がほと

んど見られない0.01から1000 Paの範囲を調べ

たところ，正味の帯電量がさらに大きくなる現

象が確認され，現在詳しく調べている． 

本研究では，試料に曲率半径 0.5 mm のステ

ンレス球面と融解石英平板ディスクを用いた．

ディスクは200秒で1周だけ回転するように設

定した．回転前に圧力を真空（~10 Pa）として

おき，回転中にガス導入バルブを開けて，圧力

を連続的に高めていった．圧力はダイヤフラム

ゲージで測定し，静電気の測定と同時に記録し

た．測定結果を図 2 に示す． 

現在，この現象を詳しく調べており，その結

果を報告する． 

 
図 1．実験装置[1] 
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図 2．電荷量（上）とアルゴン圧力（下）の 

同時測定結果 
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